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 （株） 奈良教弘   発行令和６年２月吉日 

 
奈
良
県
立
ろ
う
学
校
で
金
融
教
育 

２
０
２
３
年
１２
月
１９
日
（
火
）
、
奈
良
県
立
ろ
う
学
校
に
て
フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ

ル
・
ウ
ェ
ル
ネ
ス
・
カ
レ
ッ
ジ
・
エ
ッ
セ
ン
シ
ャ
ル
（
以
下
F

W

C

E
）
と
し

て
生
徒
に
向
け
た
金
融
教
育
出
前
授
業
を
行
っ
た
。 

今
回
は
計
１６
名
の
高
等
部
の
生
徒
が
受
講
。
午
前
の
２
コ
マ
の
授
業
時
間
に
て

第
一
部
「
お
金
に
つ
い
て
の
知
識
」
「
生
活
設
計
・
キ
ャ
リ
ア
形
成
」
、
第
二
部

「
消
費
生
活
・
金
融
ト
ラ
ブ
ル
防
止
」
の
内
容
で
実
施
。 

第
一
部
は
ジ
ブ
ラ
ル
タ
生
命
保
険
株
式
会
社
奈
良
第
一
営
業
所
長
の
中
山
拓
也

（
な
か
や
ま 

た
く
や
）
氏
が
担
当
し
、
お
金
に
関
す
る
基
礎
知
識
か
ら
お
金
の

活
用
方
法
に
つ
い
て
講
演
、
第
二
部
は
特
別
講
師
と
し
て
弁
護
士
の
倉
橋
毅
至
（
く

ら
は
し 

た
け
し
）
氏
に
担
当
い
た
だ
き
、
金
融
ト
ラ
ブ
ル
の
実
態
を
語
っ
て
い

た
だ
い
た
。 

講
演
に
あ
た
っ
て
は
講
師
ス
ピ
ー
チ 

の
際
、
隣
で
手
話
解
説
を
同
時
進
行
。 

連
携
の
難
し
さ
は
あ
っ
た
も
の
の
、
事 

前
打
ち
合
わ
せ
の
甲
斐
あ
り
、
ス
ム
ー 

ズ
に
開
催
で
き
た
。 

な
お
、
F

W

C

E
実
施
に
あ
た
り
、 

参
加
生
徒
か
ら
受
講
前
と
受
講
後
に
ア 

ン
ケ
ー
ト
を
学
校
側
で
実
施
。
受
講
前 

は
大
半
の
生
徒
が
資
産
運
用
な
ど
に
不 

安
を
感
じ
て
い
た
が
、
受
講
後
は
学
び 

に
よ
り
自
信
が
つ
い
た
旨
の
声
が
多
く 

あ
っ
た
。
ま
た
、
講
演
自
体
へ
の
感
謝 

の
言
葉
が
多
く
あ
っ
た
。 

               

表彰状を手にする前川 LC と亀田橿原市長 

 

編
集
後
記 

 

今
で
は
二
月
三
日
に
定
着
し
て
い
る
節
分
で
す
が
、
本
来
は
「
立
春
」「
立

夏
」
「
立
秋
」
「
立
冬
」
の
前
日
の
こ
と
を
「
節
分
」
と
よ
ん
で
い
ま
し
た
。

節
分
は
、
「
季
節
を
分
け
る
」
と
い
う
こ
と
で
す
。
四
つ
の
季
節
の
な
か
で

春
の
訪
れ
で
あ
る
立
春
が
一
年
の
始
ま
り
で
も
あ
っ
た
の
で
「
立
春
」
が
最

も
重
視
さ
れ
て
お
り
、
立
春
の
前
日
だ
け
節
分
と
呼
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
と
い

う
説
が
あ
り
ま
す
。 

み
な
さ
ん
、
節
分
で
豆
ま
き
は
行
わ
れ
ま
し
た
か
。
豆
ま
き
の
時
、
ど
の

よ
う
な
掛
け
声
を
か
け
て
い
ま
す
か
。
「
福
は
内
、
鬼
は
外
」
で
す
ね
。
と

こ
ろ
が
奈
良
県
吉
野
町
に
あ
る
金
峯
山
寺
蔵
王
堂
で
は
、
「
福
は
内
、
鬼
も

内
」
と
い
う
掛
け
声
が
か
け
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
は
、
全
国
か
ら
「
鬼
は
外
」

と
豆
を
ま
か
れ
逃
げ
出
し
た
鬼
が
蔵
王 

堂
に
集
め
ら
れ
、
経
典
の
功
徳
や
法
力
・ 

信
徒
ら
が
ま
く
豆
に
よ
っ
て
荒
れ
狂
う 

鬼
を
鎮
め
、
鬼
と
楽
し
く
過
ご
す
こ
と 

の
で
き
る
節
分
式
が
行
わ
れ
ま
す
。 

こ
の
こ
と
か
ら
、
「
間
違
っ
た
も
の 

を
排
除
す
る
の
で
は
な
く
、
教
育
の
力 

で
間
違
い
に
気
づ
か
せ
、
改
心
さ
せ
み 

ん
な
で
楽
し
く
生
活
す
る
。
」
大
切
な 

こ
と
で
す
ね
。 

（
村
田
貴
） 

お
詫
び
と
訂
正 

 

教
弘
ニ
ュ
ー
ス
第
２
号
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
ス
ピ
リ
ッ
ト
・
ア
ワ
ー

ド
」
の
記
事
と
教
弘
ニ
ュ
ー
ス
第
3
号
「
シ
ニ
ア
セ
ミ
ナ
ー
案
内
」
に

お
き
ま
し
て
誤
り
と
追
加
が
あ
り
ま
し
た
。 

（
誤
）s

m
a
ile

 c
h

a
g
e
 
 

→
 

（
正
）s

m
ile

 c
h

a
rg

e
 

（
追
加
） 

 

中
学
生
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
賞
（
２
万
円
） 

 

育
英
西
中
学
校 

伝
統
工
芸
を
日
常
の
中
に 

（
誤
）
3
月
20
日
（
土
） 

→
 

（
正
）
3
月
20
日
（
水
） 

ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
ま
し
た
こ
と
を
お
詫
び
す
る
と
と
も
に
、
こ
こ
に

訂
正
と
追
加
を
い
た
し
ま
す
。 

熱心に講義を受ける生徒と講師の中山所長 

ひ
ろ
が
る
金
融
教
育 

  

11
月
21
日
（
火
）
、
橿
原
市
立
今
井
小
学
校
の
4
年
生
６０
人
を
対
象

に
、
「
星
空
教
室
」
を
実
施
し
た
。
星
の
お
じ
さ
ん
が
ス
ラ
イ
ド
や
三
球

儀
な
ど
を
用
い
て
、
月
の
見
え
方
や
月
面
の
様
子
、
地
球
と
月
の
公
転
の

様
子
な
ど
を
説
明
し
た
。
そ
の
後
、
運
動
場
で
月
齢
8
の
月
の
観
望
を
行

っ
た
。
子
ど
も
た
ち
は
メ
モ
を
取
っ
た
り
、
質
問
を
し
た
り
熱
心
に
参
加

し
て
い
た
。
ま
た
、
初
め
て
望
遠
鏡
で
見
る
月
に
感
嘆
の
声
を
上
げ
て
い

た
。 

 

12
月
13
日
（
水
）
、
宇
陀
市
立
菟
田
野
小
学
校
の
4
年
生
27
人
を
対

象
に
、
星
空
教
室
を
実
施
。
晴
天
に
恵
ま
れ
、
ふ
た
ご
座
流
星
群
を
見
る

こ
と
も
で
き
、
土
星
と
木
星
の
観
望
も
で
き
た
。
子
ど
も
た
ち
だ
け
で
は

な
く
、
先
生
方
に
も
大
層
喜
ん
で
い
た
だ
い
た
。 

（
九
鬼
立
明
） 

今井小学校 

菟田野小学校 

星
空
教
室 

   
 

 

令
和
五
年
度
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
振
興
功
労
者
表
彰 

橿
原
営
業
所 

前
川 

真
吾
Ｌ
Ｃ 

 
 

文
部
科
学
省
で
は
、
P

T

A
創
立
７５
周
年
に
当
た
り
、
P

T

A

の
健
全
な
育
成
と
発
展
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
毎
年
度
、

優
秀
な
実
績
を
上
げ
て
い
る
P

T

A
の
表
彰
を
行
い
、
5
年
ご
と

に
P

T

A
活
動
の
振
興
に
顕
著
な
功
績
の
あ
る
個
人
を
表
彰
し
て

い
る
。
今
回
、
ジ
ブ
ラ
ル
タ
生
命
奈
良
支
社
橿
原
営
業
所
の
L

C
（
ラ

イ
フ
プ
ラ
ン
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
）
前
川
真
吾
さ
ん
が
令
和
５
年
１１
月

２４
日
（
金
）
、
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ
（
東
京
）
で
開
催
さ
れ
た

公
益
財
団
法
人
日
本
P

T

A
全
国
協
議
会
創
立
７５
周
年
記
念
式

典
で
表
彰
さ
れ
た
。 

前
川
L

C
は
、
奈
良
県
P

T

A
協
議
会
副
会
長
及
び
理
事
と
し

て
、
県
内
P

T

A
活
動
に
多
大
な
貢
献
を
果
た
す
と
と
も
に
、
橿

原
市
P

T

A
連
合
会
会
長
と
し
て
、
奈
良
県
P

T

A
協
議
会
と

市
P

T

A
連
合
会
と
の
パ
イ
プ
役
と
な
り
、
橿
原
市
P

T

A
連

合
会
の
発
展
に
寄
与
し
た
。
と
り
わ
け
、
県
内
P

T

A
関
係
者
と

の
連
携
強
化
に
貢
献
す
る
と
と
も
に
、
指
導
的
役
割
を
果
た
し
た
こ

と
が
評
価
さ
れ
表
彰
に
至
っ
た
。 

 
 

 
 

 
 

 

（
村
田
貴
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

喜
び
の
受
賞 

 

名 

前
：

髙
橋 

博
昭 

（
タ
カ
ハ
シ 

ヒ
ロ
ア
キ
） 

経 

歴
：
御
所
中
・
御
所
工
業
・
専
修
大
学 

 
 

 
 

（
ラ
グ
ビ
ー
部
に
所
属
）
一
般
企
業
を

経
て
現
職 

担
当
校
：
あ
や
め
池
小
・
富
雄
北
小
・
緑
ヶ
丘
中 

 <

担
当
校
の
み
な
さ
ま
へ> 

 

ラ
グ
ビ
ー
で
培
っ
た
粘
り
、
フ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の 

軽
さ
を
武
器
に
、
有
益
な
情
報
を
常
時
ご
提
供
さ 

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
一
生
懸
命
頑
張
り
ま
す
の 

で
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

新
人
紹
介 

ジ
ブ
ラ
ル
タ
生
命 

学
校
担
当
Ｌ
Ｃ 


